
薬局で役立つ経口抗がん薬はじめの一歩

頁 場所 修正前 修正後 補足 掲載

第1章　胃がん

15 1） 一次化学治療
の本文２行目

また，ハーセプチン陽性の場合は また，HER2陽性の場合は
20/07/31

25 下から6行目 HER2陽性 HER2陰性 22/02/04

76 図1 ※1参照
21/04/16

図表

※1

■第1版　第1刷（2020年4月10日発行）の修正・更新箇所

正誤表・更新情報

第2章　経口抗がん薬の特徴と使い方　テガフール・ウラシル〔ユーエフティ®〕

ウラシルの構造式中に誤りがございました（構造式中のFはHの誤りでございまし
た）

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申
しあげます　（2022年2月4日）	
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